
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

●３つのお金
かね

の単
たん

位
い

としくみ
お金

かね

の単
たん

位
い

は現
げん

在
ざい

は「円
えん

」だが、当
とう

時
じ

は、「両
りょう

」「分
ぶ

」「朱
しゅ

」「文
もん

」
などがあった。江

え

戸
ど

の金
きん

貨
か

と関
かん

西
さい

の銀
ぎん

貨
か

を交
こう

換
かん

するときの
値
ね

段
だん

は一
いっ

定
てい

ではなく、現
げん

在
ざい

の円
えん

とドルのようにたびたび変
へん

動
どう

した。

●包
つつ

みのまま使
つか

えたお金
かね

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には、包
つつみ

金
きん

・包
つつみ

銀
ぎん

という一
いっ

定
てい

額
がく

の金
きん

貨
か

や
銀
ぎん

貨
か

を和
わ

紙
し

で包
つつ

んだものがあった。包
つつ

み紙
がみ

に金
きん

座
ざ

、銀
ぎん

座
ざ

、両
りょう

替
がえ

商
しょう

など
の名

な

前
まえ

が書
か

かれていた
ために信

しん

用
よう

され、中
なか

身
み

を開
ひら

くことなく取
と

りあ
つかわれた。おもに儀

ぎ

礼
れい

やおくりものとして
使
し

用
よう

されていた。

江
え

戸
ど

がお金
かね

づくりの中
ちゅう

心
しん

に
徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は、いろいろな制
せい

度
ど

を整
せい

備
び

していくなかで、お金
かね

のしくみ（通
つう

貨
か

）も整
ととの

えた。
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には、金
きん

貨
か

、銀
ぎん

貨
か

、銭
せん

貨
か

（銅
どう

貨
か

）の3種
しゅ

類
るい

のお金
かね

が発
はっ

行
こう

されていたが、
幕
ばく

府
ふ

はその製
せい

造
ぞう

所
じょ

と役
やく

所
しょ

を江
え

戸
ど

に設
もう

けた。
時
じ

代
だい

劇
げき

で
見
み

かける
お金

かね

だわ。

金
きん

座
ざ

があった
ところに今

いま

の
日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

が
あるのよ。

＜小
こ

判
ばん

は金
きん

座
ざ

でつくられた＞
小
こ

判
ばん

などの金
きん

貨
か

は、金
きん

座
ざ

という製
せい

造
ぞう

所
じょ

でつくられた。徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は京
きょう

都
と

の貨
か

幣
へい

づくりの職
しょく

人
にん

、
後
ご

藤
とう

庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

光
みつ

次
つぐ

に命
めい

じて、江
え

戸
ど

の本
ほん

両
りょう

替
がえ

町
ちょう

に金
きん

座
ざ

を設
もう

けた。金
きん

座
ざ

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

のはじめには、
京
きょう

都
と

、駿
すん

府
ぷ

（現
げん

・静
しず

岡
おか

県
けん

）、佐
さ

渡
ど

にもあったが、のちに江
え

戸
ど

だけになった。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の
おもなお金

かね

の種
しゅ

類
るい

一
いっ

般
ぱん

に流
りゅう

通
つう

しているお金
かね

には、小
こ

判
ばん

や一
いち

分
ぶ

金
きん

などの金
きん

貨
か

、丁
ちょう

銀
ぎん

や豆
まめ

板
いた

銀
ぎん

、一
いち

分
ぶ

銀
ぎん

などの銀
ぎん

貨
か

、一
いち

文
もん

銭
せん

など
の銭

せん

貨
か

があった。このうち、金
きん

貨
か

と
銭
せん

貨
か

は重
おも

さや大
おお

きさが一
いっ

定
てい

だったが、
丁
ちょう

銀
ぎん

や豆
まめ

板
いた

銀
ぎん

は重
おも

さが一
いっ

定
てい

ではなく、
重
おも

さを計
はか

って取
と

り引
ひ

きした。金
きん

貨
か

に
は、一

いっ

般
ぱん

に流
りゅう

通
つう

しないがおくりもの
やごほうびとして使

つか

われる大
おお

判
ばん

（十
じゅう

両
りょう

）もあった。

銀
ぎん

座
ざ

を江
え

戸
ど

に統
とう

一
いつ

銀
ぎん

貨
か

をつくる銀
ぎん

座
ざ

は、京
きょう

都
と

、駿
すん

府
ぷ

、
大
おお

坂
さか

、長
なが

崎
さき

にもあったが、1612
（慶

けい

長
ちょう

17）年
ねん

に駿
すん

府
ぷ

の銀
ぎん

座
ざ

を江
え

戸
ど

の
京
きょう

橋
ばし

南
みなみ

に移
うつ

し、その後
ご

、江
え

戸
ど

にす
べて統

とう

一
いつ

された。製
せい

造
ぞう

だけでなく、
銀
ぎん

貨
か

の材
ざい

料
りょう

となる地
じ

金
がね

の購
こう

入
にゅう

を行
おこな

う役
やく

所
しょ

としての役
やく

割
わり

もあった。

江え

戸ど

金
きん

座
ざ

の「後
ご

藤
とう

家
け

」の名
な

に
ちなんだ一

いち

石
こく

橋
ばし

一
いち

石
こく

橋
ばし

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

からある古
ふる

い橋
はし

だ。日
に

本
ほん

橋
ばし

川
がわ

をはさんだ北
きた

側
がわ

に金
きん

座
ざ

を任
まか

された後
ご

藤
とう

家
け

、南
みなみ

側
がわ

には呉
ご

服
ふく

屋
や

の後
ご

藤
とう

家
け

があった。昔
むかし

の体
たい

積
せき

の単
たん

位
い

の「斗
と

」や「石
こく

」から、後
ご

藤
とう

の名
な

を5斗
と

ともじり、後
ご

藤
とう

（5斗
と

）と後
ご

藤
とう

（5斗
と

）で
合
あ

わせて10斗
と

、10斗
と

＝1石
こく

というだじゃ
れから、一

いち

石
こく

橋
ばし

の名
な

がついたともいわれる。

銭
せん

貨
か

一
いっ

般
ぱん

の町
ちょう

人
にん

にいちばんなじみのあ
るお金

かね

。日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

で使
つか

われた。

一
いち

分
ぶ

銀
ぎん

金
きん

貨
か

と同
おな

じように大
おお

きさや重
おも

さが一
いっ

定
てい

の
銀
ぎん

貨
か

。

金
きん

貨
か

小
こ

判
ばん

は世
せ

界
かい

でも類
るい

を見
み

ない大
おお

型
がた

金
きん

貨
か

だった。 ほかに、 二
に

分
ぶ

金
きん

、
二
に

朱
しゅ

金
きん

、一
いっ

朱
しゅ

金
きん

などもある。

銀
ぎん

貨
か

おもに関
かん

西
さい

を中
ちゅう

心
しん

に使
つか

われ、「関
かん

東
とう

の金
きん

使
づか

い、関
かん

西
さい

の銀
ぎん

使
づか

い」といわれた。
江
え

戸
ど

中
ちゅう

期
き

には、五
ご

匁
もんめ

銀
ぎん

、一
いち

分
ぶ

銀
ぎん

など、大
おお

きさや重
おも

さが一
いっ

定
てい

の銀
ぎん

貨
か

ができた。

一
いち

分
ぶ

金
きん

（表
おもて

面
めん

）

（裏
うら

面
めん

）

豆
まめ

板
いた

銀
ぎん

寛
かん

永
えい

通
つう

宝
ほう

（一
いち

文
もん

銭
せん

）

＊匁
もんめ

とは重
おも

さの
 単
たん

位
い

で3.75g。

丁
ちょう

銀
ぎん

（50～60匁
もんめ

）小
こ

判
ばん

（一
いち

両
りょう

）

天
てん

保
ぽう

小
こ

判
ばん

五
ご

十
じゅう

両
りょう

包
づつみ

。

人
にん

形
ぎょう

町
ちょう

にも銀
ぎん

座
ざ

があった
最
さい

初
しょ

の銀
ぎん

座
ざ

は、現
げん

在
ざい

の銀
ぎん

座
ざ

二
に

丁
ちょう

目
め

にあったが、銀
ぎん

座
ざ

役
やく

所
しょ

の経
けい

営
えい

不
ふ

振
しん

などにより、寛
かん

政
せい

の改
かい

革
かく

（→p.64）
で大

だい

改
かい

正
せい

が行
おこな

われ、蛎
かき

殻
がら

町
ちょう

（現
げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

人
にん

形
ぎょう

町
ちょう

一
いっ

丁
ちょう

目
め

）に移
い

転
てん

した。新
あたら

しい銀
ぎん

座
ざ

は蛎
かき

殻
がら

銀
ぎん

座
ざ

とよばれた。

金
きん

座
ざ

の

後
ご

藤
とう

です。
呉
ご

服
ふく

屋
や

の

後
ご

藤
とう

です。

金き
ん

貨か

銀ぎ
ん

貨か

銭せ
ん

貨か

小
こ

判
ばん

づくりのようす≪金
きん

座
ざ

絵
え

巻
まき

≫より
❶小

こ

判
ばん

のもとになる地
じ

金
がね

を焼
や

いてやわらかくしてのばす。 ❷小
こ

判
ばん

の幅
はば

にのばした細
ほそ

長
なが

い板
いた

を切
き

り、重
おも

さを計
はか

る。 ❸もう一
いち

度
ど

焼
や

いてやわらかくして小
こ

判
ばん

の形
かたち

にする。

❻小
こ

判
ばん

の形
かたち

や重
おも

さなど仕
し

上
あ

がりを確
かく

認
にん

し、本
ほん

物
もの

の証
あかし

の印
いん

（極
ごく

印
いん

）をおす。 ❺砂
すな

でみがいたり、塩
しお

でこすったりして金
きん

色
いろ

に仕
し

上
あ

げる。 ❹小
こ

判
ばん

のすじを入
い

れ、木
き

づちでたたいて形
かたち

を整
ととの

える。

両
りょう

替
がえ

商
しょう

の店
てん

頭
とう

の
ようす。そろば
んで計

けい

算
さん

する人
ひと

の奥
おく

には、天
てん

び
んばかりで重

おも

さ
を量

はか

る人
ひと

のすが
たも見

み

える。

両
りょう

替
がえ

商
しょう

が大
だい

活
かつ

躍
やく

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

のお金
かね

のしくみは複
ふく

雑
ざつ

で、相
そう

場
ば

（取
と

り引
ひ

きするときの値
ね

段
だん

）も変
か

わることから、金
きん

、銀
ぎん

、銅
どう

の交
こう

換
かん

を専
せん

門
もん

とする両
りょう

替
がえ

商
しょう

という商
しょう

人
にん

が活
かつ

躍
やく

した。両
りょう

替
がえ

商
しょう

はやがて人
ひと

々
びと

のお金
かね

を預
あず

かったり、お金
かね

を貸
か

したり、遠
とお

く
の場

ば

所
しょ

にお金
かね

を送
おく

ったりする、銀
ぎん

行
こう

のような役
やく

割
わり

も果
は

たすようになった。

 金
きん

座
ざ

は最
さい

初
しょ

に後
ご

藤
とう

庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

光
みつ

次
つぐ

が開
ひら

いたことから、後
ご

藤
とう

庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

家
け

によって代
だい

々
だい

受
う

けつがれ、後
ご

藤
とう

役
やく

所
しょ

ともよばれた。  江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の通
つう

貨
か

には、金
きん

銀
ぎん

銭
せん

貨
か

のほかに、もろもろの藩
はん

が独
どく

自
じ

に発
はっ

行
こう

した藩
はん

札
さつ

（その領
りょう

内
ない

に限
かぎ

り通
つう

用
よう

した紙
し

幣
へい

）もあった。

一
いち

両
りょう

小
こ

判
ばん

1枚
まい

丁
ちょう

銀
ぎん

・豆
まめ

板
いた

銀
ぎん

60匁
もんめ

（重
おも

さで決
き

まる）

一
いち

文
もん

銭
せん

4000～10000文
もん

二
に

分
ぶ

金
きん

2枚
まい

五
ご

匁
もんめ

銀
ぎん

12枚
まい

当
とう

時
じ

のお金
かね

の価
か

値
ち

（江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

中
ちゅう

期
き

）

一
いち

分
ぶ

金
きん

4枚
まい

一
いち

分
ぶ

銀
ぎん

4枚
まい

二
に

朱
しゅ

金
きん

8枚
まい

二
に

朱
しゅ

銀
ぎん

8枚
まい

くしだんご（1本
ぽん

4つ）
が4文

もん

。
豆
とう

腐
ふ

1丁
ちょう

が
24文

もん

。

一
いっ

朱
しゅ

金
きん

16枚
まい

一
いっ

朱
しゅ

銀
ぎん

16枚
まい

＝

＝＝＝＝

＝＝＝＝＝

＝

＝＝＝

お金
かね

の計
けい

算
さん

が大
たい

変
へん

だ～。
両
りょう

替
がえ

商
しょう

さん、助
たす

けて！
今
いま

の人
にん

形
ぎょう

町
ちょう

駅
えき

はこのあたり

2726


